
様式３ 学校番号

評価（総合）

年 度 重 点 目 標 Ａ

基礎学力の充実 Ｂ

積極的生徒指導の徹底 Ｃ やや不適切である

希望進路の実現 Ｄ

図書教育の充実

人権・同和教育の推進

評価項目 項目ごとの評価
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情報化推
進

Ａ Ａ Ａ Ａ
Ａ

Ａ

開かれた
学校づくり

Ａ Ａ Ａ

自己評価及び学校関係者評価を踏まえた今後の改善策 評価項目以外のものに関する意見
・「総合的な探究の時間」を利用した地域連携活動のさらなる充実と発展を図り、地域から愛され、信頼される学校づくりを行う。また、地域を愛し、地域に貢献できる人材育成に注力していく。また、地域活動への積極的な参加を行い、広報活動を工夫し、充実させる。
・基礎学力の向上を図るため、家庭学習の定着と「学び直し」の工夫を図る。生徒一人ひとりの進路希望に応じ、その実現に向けた進路指導の工夫を図る。ＩＣＴやアクティブラーニングの手法を用いた教育活動や授業改善に向けた取組（研修等）を実施する。
・生徒指導上の課題に対し、全職員で共通認識を図り、諸課題に対して早期発見、早期対応を組織的に行う。生徒一人ひとりを大切にし、自己有用感や自尊感情を高められる活動（学校行事等）を工夫する。スクールカウンセラー等と連携し、生徒の実態に応じた指導の工夫と研修等を充実
させる。
・学校や社会の実情に応じた学校行事の精選と内容の工夫。部活動のさらなる活性化を図り、活力あふれる学校、魅力のある学校づくりを行い、積極的に情報発信をしていく。

特になし

老朽化した既設校舎を安全に使用できるよう定期的な点検を実施し、早めに修理・修繕を行
う。

「総合的な探究の時間」を使って地域交流を実施する。
築上町との連携協定書に基づき、今年度から実施される学校活性化プランを活用して地域と
の交流を図る。

今年度の魅力発見活動をもとに、インターンシッ
プを活用して地域の課題発見に取り組む。

教育環境
生徒の安心・安全な学校生活を支えるため施設・設備の維持管理に
努める。

校舎改修工事の円滑な実施のため校内及び業者との調整を図る。
Ａ Ａ

主な教育活動の場が、工事区域をはさんで新
管理棟と第３棟とに分断されるため、導線の安
全確保に注意を払いつつ環境整備を図る。

職員の人権・同和教育および特別支援教育に係る指導力の向上。
支援や配慮が必要な生徒への指導も含め、今日的な人権課題に対応できるよう、職員研修
を充実させる。

情報システムの発展と社会の変化に柔軟に対応できる能力の育成。 情報機器を生徒に活用させることで、情報リテラシーを育成する。
検定を受けることができなかったので、それに向
けた体制作りが必要である。

情報リテラシーの向上を図ることとＩＣＴ機器を有
効活用する具体的方策に期待している。

Ａ

コロナ禍の中、保健関係は大変多様である
とともに重要である。生徒自身が自ら自分自
身の健康管理を行えるよう情報提供や意識
の向上を図って欲しい。校舎改築が進む中、
更に美化意識の向上とカウンセリング体制
の充実に期待する。

教育環境や生活環境の維持改善を図る。
落ち着いた学習環境を維持し、衛生的な学校生活を送れるように校内美化活動に全生徒・
全職員で取り組む。

人権・同和
教育

生徒の人権感覚を育む特設授業の充実。 生徒の課題に適応した特設授業となるよう、従来の教材や内容の見直しおよび改良を行う。
Ａ Ａ

生徒に伝わる言葉や方法で人権学習が行われるよ
う、引き続き特設授業の教材および内容の見直しを
実施する。
職員アンケートで要望が多かった、今日的な人権課
題をテーマにした職員研修を実施する。

Ａ
朝読書の取組は素晴らしいと思う。人間的
視野を広げるためには良い機会であるので
図書委員会の活性化と共に、より充実した
内容となるよう継続させて欲しい。図書委員会活動の充実 図書委員会を開き仕事内容を明確にし、各自の仕事に責任を持たせる。

保健指導

健康的な生活を選択する習慣・態度・知識を身につけさせる。
生徒の健康状態等を十分に把握し、職員、保護者との共通理解のもとに生徒の生活の改善
を図る。

Ａ Ａ

朝のHRでの検温や、加湿器・空気清浄機の設
置と管理など委員会活動を活用していきたい。
美化コンクールの発展と掃除の在り方を検討・
改善していく。

図書教育
朝読書の更なる充実 全職員、全生徒参加のもとに実施し、月末に１度、放送による詩や散文の朗読を行う。

Ａ Ａ

朝読書の時間は、読書に集中し全員で取り組め
るような環境づくりに努める。図書委員会を開
き、自分の仕事内容を把握させ、図書委員の自
覚を持たせる。

Ｂ

生徒一人ひとりの人権意識の向上を図るた
め、状況に応じた教材や内容の見直しをお
願いしたい。いじめ問題は人命に関わる大
変重要な問題であるため、早期発見・早期
対応ができる組織作りに期待する。

Ｂ

安心安全な教育環境のもと、多様な進路選
択や様々な課題を持つ生徒・保護者に対応
しながら、生徒一人ひとりの希望進路実現に
向けて取り組んでおり、就職・進学状況は、
結果を出している。今後は、学習や部活動、
学校行事等を通して自らの進路実現に向け
て、より主体的に取り組み、将来の生活設計
につながるようさらに取り組んで欲しい。進
学や公務員を希望する生徒の指導充実を図
り、地元に貢献できる人材育成と地域連携
に基づいた人間関係づくりの取組に期待す
る。

２年：学力向上と具体的な進路目標の設定。人間力を磨き、社会性を身に付ける。
希望制課外やチャレンジタイムの内容を充実させ、意欲的に取り組ませる。インターンシップや各学
校行事を通して、目的意識をしっかり持って積極的に行動するとともに、他者を尊重し協調性をもって
行動することができるようにさせる。

３年：希望進路実現に向けた取組、指導の充実と社会に出て通用する人間性の向上
自己の能力や適性に応じた進路を主体的に決定し、その実現を図るよう積極的に活動させる。また、
そのための手立て（小論文、面接指導等）を充実させる。教育活動全般を通じて社会に出て有為とな
る人間性や他者尊重の心、自己教育力を向上させる。

Ｂ

生徒の実態や状況に応じた指導ができるよ
う研修内容の企画・工夫を行ってもらいた
い。公開授業や研究授業週間を更に充実さ
せ、教職員のスキルアップと課題意識の向
上を図り地域の期待に応えて欲しい。職員研修の推進・充実

生徒の自尊感情を高める指導が行えるよう、本校の生徒実態にあった研修内容を各分掌と
連携をとり企画する。

学年

１年：基礎学力の向上と基本的生活習慣を身につけ、自尊感情を育む。
日々の授業で授業規律を確立させる。挨拶の励行や言葉遣いを指導することで、他者とのよ
り良いコミュニケーションを築く。総探の時間を使い、地域との連携や校外での探究活動を行
い、課題解決能力を育む。

Ａ Ａ

１・２年次は基本的生活習慣の確立と基礎学力の充
実に向けた取り組みと探究活動を通じた課題解決能
力育成の充実をより一層目指す。また学校行事等を
活用し、生徒の目を学校生活に向けさせ、良好な人
間関係を構築させることで、自己実現に向けた活動
に取り組ませる。３年次では、進路実現に向け、小論
文・面接等の早期の取り組みを行い、生徒自身が納
得できる進路を手にできるように支援を行う。教育活
動全般を通じて、社会人としてのマナーを身に付け
させる。

研　修

授業研究の推進・充実
２学期に研究授業週間を企画する。事前に授業内容をOneNoteに掲載し、広く周知して多く
の職員の参観を得るようにする。

Ａ Ａ

研究授業週間の意義を再確認し、各自スキル
アップを目指し自己研鑽に努める。
本校の実態にあった生徒の自尊感情を高めら
れる指導ができるような研修を企画する。

Ａ

希望進路の実現について、ほぼ100％達成
できたことは大きく評価できる。キャリア教育
をさらに工夫し、より適切な時期に適切な進
路指導ができるよう工夫しながら行って欲し
い。地域との連携やインターンシップについ
ては良い取組であり、内容等更に充実したも
のになるよう今後、大いに期待している。生
徒一人ひとりに応じた進路指導を実践するこ
とで進路意識の向上につなげて欲しい。広
報活動の充実も重要である。

進路に向けての意識づけのため、進路希望調査を定期的に実施し、希望進路を把握
する。

個々の生徒の能力を伸ばし、第一希望進路の実現を図る。

国公立大学や公務員等の合格に向けた小論文指導や面接指導を実施する。

Ａ
放課後課外などでICTを活用した指導を行う。また、公務員希望者への外部講師の派遣など
も導入する。

進路指導

生徒に早期の進路目標を持たせ、その実現に向けて努力させる。

生徒の進路に対する興味・関心を高めるため、、学年集会等を利用して、進路についての説
明・情報提供を行う。また、外部講師・卒業生によるガイダンスや講話を積極的に実施する。

Ａ

Ａ

早期に進路目標を考えさせるための方策として
の進路ガイダンスについては、各学年適切な時
期に実施する必要があるので、次年度は、もっ
と、適切な時期を学年とすり合わせる。また、
個々の生徒の進路希望に応じた放課後課外な
どを充実させる。国公立大学や公務員の希望生
徒についての指導を計画的に取り組んでいく必
要がある。1年次からどのように指導していくか、
３年間を見通した指導を考える。

Ｂ

基本的な生活習慣の定着について個に応じ
た指導をさらに進めてもらいたい。生徒もあ
る程度落ち着いてきており、地域の評価も向
上していると思われる。地域連携の取組を更
に進め、地域から愛され、信頼される学校づ
くりに期待している。生徒会活動や学校行
事、部活動など生徒が主体となって取り組む
工夫をすることで、さらなる学校活性化につ
ながる。ぜひ、学校全体で取り組んでいただ
きたい。

生徒指導規則を全職員で共通認識を図り、学年で温度差がないように指導していく。

規範意識の向上

生徒会、部活動生徒を中心に、挨拶の徹底を図り、全校生徒が明るく元気に挨拶ができる生
徒育成に努める。

Ａ
身だしなみや公徳心を指導する上で、全職員が生徒に声かけをしていき、根気強く指導して
いく。

生徒指導

基本的生活習慣の確立

時間に厳しい生徒を育成する上で、担任が家庭と連携し、安易に遅刻・欠席・早退をさせな
い雰囲気作りをしていく。 Ａ

Ａ

安易な遅刻を防止するために、教務部と連携し、放
課後遅刻指導の取組を行っていく必要がある。遅刻
の多い学年については、臨時の学年集会を行うなど
して、徹底して時間を守る生徒の育成に努める。年
度初めに、職員研修会を実施し、生徒指導ハンド
ブックを下に、生徒指導の共通認識を図り、温度差
のないように努める。生徒会を中心に全校生徒の前
に出させ、リーダー育成に努め、教員が前に出ること
なく、陰で支える体制をとっていく。

「～Change～変えよう西高」をスローガンに、生徒
の実態に応じた指導の工夫・改善や学校改革に向け
て意識の高揚が図られた。今年度は、生徒・保護者
及び地域等から信頼され魅力と活力溢れる学校づく
りを行うため、授業の充実及び地域連携の体験型探
究活動等を通して、生徒の自尊感情を高める取組を
工夫し、教職員が団結し、より実効性のある教育活
動を実施する。

｢鍛えて､ほめて､子どもの可能性を伸ばす｣分かる授業、ICTの活用とAL型授業の推進、地域と連携した課題探究による課題解決能力の育成。 概ね適切である

基本的生活習慣の確立、面談や「MIRAI発見シート」等の活用による生徒理解、生徒会活動・部活動の活性化。

３年間を見通した進路指導計画｢築西プラン｣の実行、学びなおし等を利用し個別最適化された指導の工夫。 不適切である

図書委員会活動の活性化に努め、朝の10分間読書や月末朝朗読の充実を図り､読書に親しむ態度の育成。

知識・理解のみならず、人権感覚を育む特設授業の充実と自尊感情の向上、「いのち」の大切さ・他者尊重の精神を育む。

家庭学習を習慣的に行う、仕掛け作りが必要。日々
宿を初めて2年が経過したが、内容については良い
ものと思うので生徒がより、取り組みたいという気持ち
が持てるように、表彰するなどのモチベーションを上
げる工夫が次年度の課題。職員研修を通じて、生徒
が生き生きと授業に参加できる「わかる授業づくり」を
より一層進める。その中にはICTの活用も大きな位置
を占める。さらに令和3年度入学生より進めている地
域との連携についてもさらに進めていく必要がある。
完成年度に向けて全校で取り組んでいくことが必
要。

Ｂ

基礎学力の定着に向けての学習指導や学
力向上に対する取組については全体的に評
価できる。家庭学習の習慣化や学び直しの
方法等について、更に工夫しながら効果的
なものになるよう進めてもらいたい。今後導
入が予定されている１人１台端末の使用に
おけるＩＣＴ機器の有効活用や評価の在り方
についても全職員で検討を重ね生徒の実態
に合わせた授業展開の工夫に期待する。ま
た、成績不振者の指導や個別指導にも継続
して取り組み進路実現につながる学習指導
をお願いしたい。

成績不振者や気になる生徒について情報交換を密に行い、補習や特別保護者会などを通
じて手厚い指導を行う。

効果的な学習指導の研究と実践

ＡＬ型授業の推進に取り組み生徒が共に学ぶ基盤を築くとともに、授業評価アンケート及び
授業改善シートを実施し、教職員の意識向上と授業改善の推進を図る。

ＡICT機器を活用し学習への意欲を高めるとともに、授業規律の確立を図り、授業を大切にす
る心を育成し、基礎学力の向上へとつなげる。また、地域と連携した課題研究に取り組み問
題解決能力の育成を図る。

具　体　的　目　標 具 体 的 方 策 評価(３月) 次 年 度 の 主 な 課 題 学校関係者評価委員会からの意見

                令和３年度　   学校評価書　　　　　　（計画段階・実施段階） ②
福　岡　県　立　築　上　西　高　等　学　校

　　　自己評価 学校関係者評価

Ａ

地域連携活動は外部からも一定の評価を得
ている。一層の充実・工夫を図り、地域の発
展に貢献できるような取組となり、それらを
通じて生徒自身が自己有用感や自尊感情を
高め、コミュニケーション能力や課題発見・解
決能力を身につけられるよう取り組んでほし
い。

学　校　運　営　計　画　（４月） 評　　　価
（総　合）

自己評価は

学校運営方針 「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力」「学びに向かう力、人間性等」の三柱をもとに教育活動を行い、「生きる力」を育て、地域に貢献し、地域に必要とされる学校。　

Ａ
昨年度の成果と課題 具      体      的      目      標

Ｂ

学習指導

希望進路を実現できる基礎学力の充実

課題を計画的に実施して家庭学習の習慣化を図るとともに、授業において小テストを実施
し、「できる」喜びを実感させることで自尊感情を高める。

Ａ

Ａ

適切である


